
アジアの古い文化を昇華させる技をもつ日本から、原発事故などではなく、世界に向け
て発信しなければならないことがあります。それは身心一体科学創成。人間とは何かを
科学する時代がきました。2倍に伸びた寿命のその後半の半世紀をどう生きるか、それ
には運動が決定的に重要です。また心を元気にするにも運動が必須です。しかし身体を
こわしてしまっては元も子もない。私たちの体の中で生きている「細胞達の身になっ
て」PPK（ピンピンコロリ）戦略を考えます。 16




私たちのグループの紹介：「
夏学」Ｈ  「自分の身体のシス
テムを知る」 
�跡見�順子（東京大学名誉教授・アイソトープ総
合センター特任研究員・日本宇宙生物科学会） �
�富田-横谷香織（筑波大学大学院・生命環境
科学研究科・講師・日本宇宙生物科学会）→男女共
同参画学協会連絡会 �
�清水�美穂（東京大学大学院情報理工学研究科
・知能機械・特任研究員・日本宇宙生物科学会） �
�藤田�恵理（東京大学大学院情報理工学研究科・知能
機械・特任研究員・日本宇宙生物科学会）


�2009年8月13日（金）�国立女性教育会館 【
実験・実習】10:00~12:00�107研修室


ヒラメ筋 �

海馬�
跡見順子：都立駒場高校から第二志望で入っ
たお茶の水女子大・保健体育科で生理学・脳
科学を学ぶ。「人間のからだに見事なシステ
ムを発見」、東大院・教育学研究科に進学し
学位を取得(運動生理学:エアロビクス)。重力
場で進化した生物の「使わない・使えないと
弱り死んでゆく細胞の原理＝活動依存性遺伝
子発現・生存原理」を細胞から身体まで追及。
本プログラムは、東大教養課程の必修授業に
組み込んだ「身体から生命の原理を知る」実
習授業。立位で出産を行う女性が「120年間、
人間らしく生き切る」ための重力健康科学の
授業である。「宇宙環境」は地球生命を知る
ための反面教師である。 
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